
動物細胞を使って

組換えタンパク質を取得したい

使いたい細胞は？

HEK293細胞
（ヒト由来）

CHO細胞
（ハムスター由来）

KP293 type 2 
Expression 
medium

KP293 type 1 
Expression 
medium
※2025年秋上市予定

E-RDF

ハイブリドーマ
（B細胞×骨髄腫

融合）

CHO TGE 
Medium 1（仮）
※2026年上市予定

組換えタンパク質の発現に最適な培地を

お勧めの培地

サンプル提供可能







HEK293 細胞⽤ ⼀過性発現⽤培地

リポフェクション法やポリエチレンイミン法によるトランスフェクションが可能
化学的組成が明らかな無⾎清培地
動物由来成分・タンパク質不含

※本製品は研究⽤試薬です。⼈や動物の医療⽤・臨床診断⽤等に使⽤しないでください。

KP293 type 1
Expression medium

ー 1 L

統⼀商品コード No.

KP293 type １
Expression medium

製品名

HEK293 細胞⽤ ⼀過性発現⽤培地

⽤ 途 包 装

2 〜 10℃

貯 法 希望⼩売価格

本培地は、ヒト胎児腎細胞由来293細胞（例︓FreeStyle 293-F細胞等）の浮遊、攪拌培養⽤の培地
です。293細胞を利⽤した組換えタンパク質発現等の⽣産にご利⽤いただけます。

[+] L-Alanyl-L-Glutamine

ー円

国内の当社⼯場で製造（ Made in Japan ）

研究⽤試薬

2025年秋 上市予定

サンプル
提供可能



2025.6-01

実施例: FreeStyle 293-F細胞
細胞を本培地にアダプテーションさせた後、以下の評価を実施しました。

〒103-0024 東京都中央区⽇本橋⼩⾈町7番8号

お問い合わせ窓⼝

サンプル・購⼊に関するお問い合わせ
■  産業営業所 TEL   ︓ 03-5645-5663
 E-mail︓ cellculture@kyokutoseiyaku.co.jp
製品内容に関するお問い合わせ

■  営業学術部 TEL   ︓ 03-5645-5664

https://www.kyokutoseiyaku.co.jp

B. トランスフェクション効率2. トランスフェクション効率
(GFP陽性細胞率）

3. Rabbit IgG（whole molecule）
発現量

【培養条件】
播種密度︓0.35×106 cells/mL
培養容器︓125 mL flask
培地量 ︓20 mL
培養⽅法︓ 振とう培養（速度 135 rpm）
培養環境︓ 37℃, 5% CO2

【トランスフェクション条件】
試薬       ︓PEI MAXⓇ

細胞数      ︓2.0-2.5×106 cells/mL
                   Cell viability >95%
試薬量      ︓5.0 μL/mL 
DNA 量     ︓ 1.0 μg/mL 
HC︓LC（⽐率）︓ 1:2
培地量      ︓30 mL
振とう速度    ︓ 135 rpm
培養環境     ︓ 37℃, 5% CO2

https://www.kyokutoseiyaku.co.jp/products/cellculture
細胞培養の役⽴つ情報サイト さまざまな製品の技術情報や話題など

きっと役立つ情報をお届けします

(1) 全ての操作は無菌的に⾏ってください。
(2) 本品は凍結を避け、貯蔵⽅法に従い保存してください。凍結された試薬は、劣化して期待する性能が得られない可能性がありますので、使⽤しないでください。
(3) 有効期限を過ぎた試薬は使⽤しないでください。
(4) 容器の破損が認められたもの、または容器内に異物が認められた場合は使⽤しないでください。
(5) 廃棄する場合には、感染性廃棄物として処理した後に廃棄してください。廃棄⽅法については、 各⾃治体により処理⽅法が異なるため、各⾃治体の指⽰に従って
        廃棄してください。

使⽤上および取り扱い上の注意 ※以下の注意をよく読んでからご使⽤ください

表記の条件で、本培地（KP293 type 1）および
市販培地（Medium A）で培養しました。
培養 3 ⽇⽬には 2×106 cells/mL 以上の
細胞増殖が認められ、10 継代安定して培養
できました。 PEI MAXⓇ（Polysciences, Inc.）を⽤いて、

GFP Plasmid をトランスフェクションしました。
GFP の陽 性 細 胞 数はフローサイトメーター
で測定しました。
トランスフェクション後 1 ⽇⽬及び 2 ⽇⽬の
蛍光画像を⽰します。本培地は、市販培地と
同程度のGFP陽性細胞率が認められました。

表記の条件で、トランスフェクションを⾏い、
培養 3 ⽇⽬および 7 ⽇⽬の IgG の発現量
を Octet システム（Protein A）で測定しま
した。本培地を⽤いた場合、市販培地に対して
約 3 倍の IgG 発現が認められました。

1. 細胞増殖
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Medium A KP293 type 1 Day 1

GFP(＋) cells 44%

KP293 type 1

GFP(＋) cells 50%

Medium A

Day 2

GFP(＋) cells 84%

KP293 type 1
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Medium A KP293 type 1

551-29335-7 1 L

統⼀商品コード No.

KP293 type 2
Expression medium

製品名

HEK293 細胞⽤ ⼀過性発現⽤培地

⽤ 途 包 装

2 〜 10℃

貯 法 希望⼩売価格

19,000 円

関連製品

※2025年6⽉時点の価格（税抜）です。価格が変更になることがあります。






